
大

陸
（
北

支
）
　 

私
の
戦
争
体
験
記
　 

高
知
県
　
森
下
茂
　 

翌
昭
和
十
七
年
二
月
、
親
友
と
母
と
が
付
き
添
っ
て
き
て
く

れ
て
奈
良
県
高
畑
町
中
部
第
二
七
部
隊
へ
入
隊
し
た
。
も
ち
ろ

ん
現
役
兵
で
あ
る
。
入
隊
直
後
、
私
た
ち
は
現
地
教
育
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
、
現
中
国
北
方
の
内
モ
ン
ゴ
ル
の
地
域
部
隊
に

入
っ
た
。

当
時
の
日
本
軍
は
北
方
ソ
連
の
侵
入
を
警
戒
し
て
い
た
の
で

モ
ン
ゴ
ル
は
、
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
教
育
が
終
わ
っ

て
部
隊
命
令
で
、
さ
ら
に
北
方
の
街
へ
一
人
の
世
話
係
兵
を
伴

い
モ
ン
ゴ
ル
語
の
修
得
に
出
向
し
た
。
し
か
し
中
国
語
な
ら
基

本
を
修
得
し
て
あ
っ
た
か
ら
何
と
か
消
化
す
る
が
、
風
俗
、
習

慣
、

感
情
の
全
く
違
う
モ
ン
ゴ
ル
語
に
は
ま
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

命
令
に
従
い
得
る
も
の
で
な
い
と
知
り
、
早
々
に
切
上
げ
原
隊

に
戻
る
と
、

春
期
と
秋
期
の
作
戦
に
参
加
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

そ
の
二
回
の
作
戦
に
参
加
し
た
が
今
も
特
に
忘
れ
ら
れ
な
い
の

は
秋
期
冀
西
作
戦
だ
っ
た
。

冀
西
と
は
、
当
時
北
支
の
河
北
、
河
南
、
山
東
、
察
哈
爾
、

綏
遠
の
各
省
の
中
国
共
産
党
の
政
府
（
辺
区
）
で
、
河
北
省
は

「
冀
」
と
い
わ
れ
て
、
そ
の
西
方
で
行
わ
れ
た
作
戦
で
あ
る
。

駐
屯
地
か
ら
お
よ
そ
一
二
〇
キ
ロ
西
南
の
そ
の
地
に
進
出
し
て

行
っ
た
私
の
所
属
し
て
い
た
部
隊
（
独
立
混
成
第
二
旅
団
、
独

立
歩
兵
第
五
大
隊
第
二
中
隊
）
は
、
徒
歩
で
歩
き
づ
め
で
、
出

発
後
四
日
目
、
夜
に
跨
っ
た
午
後
四
時
ご
ろ
そ
の
地
域
に
着
い

た
。
そ
こ
は
す
ご
く
対
日
感
情
が
悪
い
た
め
炊
事
班
が
食
事
を



作
れ
な
い
（
火
を
炊
け
ば
煙
を
目
掛
け
集
中
攻
撃
を
受
け
る
）

た
め
、
持
参
し
て
き
た
小
さ
い
粟
餅
二
個
を
各
人
に
配
っ
て
く

れ
た
。
こ
の
餅
二
個
だ
け
で
翌
日
の
夜
十
二
時
こ
ろ
ま
で
引
っ

張
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
は
、
考
え
も
し
な
か
っ
た
。
休
憩
の
わ

ず
か
な
時
も
歩
哨
を
立
て
て
お
い
て
、
そ
の
餅
を
茶
で
腹
に
入

れ
た
。

そ
こ
は
敵
地
で
あ
る
た
め
頑
強
な
抵
抗
が
あ
る
と
み
て
い
た

し
、
標
高
三
千
メ
ー
ト
ル
と
い
わ
れ
る
山
岳
地
帯
の
細
い
道
で

あ
っ
た
。
我
々
の
行
く
の
を
先
回
り
し
て
待
っ
て
い
る
敵
、
今

夜
あ
た
り
合
戦
が
あ
る
と
予
測
し
な
が
ら
、
先
頭
に
捕
虜
と
現

地
を
知
っ
て
い
る
道
案
内
、
弾
薬
な
ど
重
量
物
を
運
ぶ
家
畜
が

行
き
、
こ
れ
に
続
き
先
兵
（
斥
候
役
）

、
指
揮
班（
部
隊
長
及
び

参
謀
ら
と
そ
の
世
話
役
兵
）

、
次
に
一
般
兵
の
一
、
二
、
三
、
四
、

五
の
各
中
隊
の
順
で
そ
の
縦
列
の
距
離
は
、
四
千
メ
ー
ト
ル
以

上
に
も
な
っ
て
い
た
。

草
木
が
一
本
も
な
い
山
道
の
行
進
で
夜
八
時
ご
ろ
右
方
上
部

か
ら
に
わ
か
に
滅
茶
苦
茶
に
撃
っ
て
き
た
。
そ
の
と
き
全
く
無

意
識
で
だ
れ
も
が
、
応
戦
で
き
や
す
い
下
方
の
斜
面
に
兵
器
を

抱
き
、
寝
転
び
な
が
ら
移
っ
た
。
反
撃
準
備
し
て
命
令
を
待
っ

た
が
参
謀
も
と
っ
さ
の
こ
と
で
命
令
を
出
さ
な
か
っ
た
。
耐
え

ら
れ
な
か
っ
た
年
長
兵
は
、「
撃
っ
て
よ
い
か
」
と
小
声
で
聞

く
と
、「
よ
し
撃
て
」
の
命
令
、
軽
機
関
銃
と
重
火
器
が
一
斉

に
山
上
め
が
け
て
火
を
吹
い
た
。

銃
声
が
す
ご
か
っ
た
の
で
敵
は
た
ち
ま
ち
逃
げ
出
し
、
そ
れ

追
え
と
暗
い
山
道
を
た
ど
っ
て
行
っ
て
、
よ
う
や
く
山
頂
付
近

で
夜
が
明
け
始
め
た
。
朝
に
な
っ
て
も
飯
は
無
し
、
腹
は
減
る

し
持
っ
て
い
る
乾
パ
ン
は
お
茶
が
な
い
と
食
べ
ら
れ
な
い
。
既

に
水
筒
は
カ
ラ
ッ
ポ
、
そ
の
上
眠
気
も
少
し
あ
っ
て
ヤ
ケ
ッ
パ

チ
気
分
で
フ
ラ
フ
ラ
し
な
が
ら
部
隊
の
最
後
尾
に
つ
い
て
行
っ

た
。私

は
、
そ
の
と
き
擲
弾
筒
手
だ
っ
た
。
擲
弾
筒
は
当
時
日
本

軍
が
使
っ
て
い
た
兵
器
の
中
で
も
最
も
殺
傷
力
が
大
き
か
っ
た

の
で
、

合
戦
の
際
は
部
隊
の
後
尾
を
行
く
の
が
決
ま
り
だ
っ
た
。

ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ
し
な
が
ら
私
が
ま
と
も
に
部
隊
に
つ
い
て
行

か
な
か
っ
た
の
を
、
和
歌
山
県
の
白
浜
町
で
今
も
健
在
で
い
る

橋
本
氏
が
私
を
見
か
ね
、
私
の
私
物
荷
（
背
負
袋
で
米
食
料
下

着
な
ど
）
を
持
っ
て
行
っ
て
や
る
か
ら
と
、
無
理
矢
理
私
か
ら

取
り
上
げ
峠
に
向
か
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
敵
が
先
回
り
三
百
メ



ー
ト
ル
ぐ
ら
い
先
で
待
ち
構
え
て
い
た
。
橋
本
氏
は
分
隊
長
だ

っ
た
の
で
背
を
低
め
て
行
け
と
指
示
し
て
く
れ
た
が
よ
く
聞
き

取
れ
ず
に
い
る
と
、
後
か
ら
私
を
突
き
飛
ば
し
、
前
の
め
り
に

な
っ
た
瞬
間
、
私
の
頭
上
を
弾
が
飛
ん
で
き
た
。
弾
は
橋
本
氏

の
腕
を
か
す
め
側
の
巨
大
な
岩
に
当
た
っ
た
。
私
が
今
生
き
て

い
る
の
は
、
あ
の
と
き
の
橋
本
氏
の
措
置
の
お
陰
で
あ
る
と
感

謝
し
て
い
る
。

そ
の
峠
を
は
さ
ん
で
敵
と
の
交
戦
に
な
っ
て
、
逃
げ
る
敵
を

追
っ
か
け
て
ゆ
く
。
敵
は
下
山
し
て
行
く
が
、
そ
れ
が
敵
の
誘

い
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
と
き
は
我
が
方
に
は
分
か
ら
な
か
っ

た
。
二
時
間
ぐ
ら
い
掛
か
っ
て
、
や
っ
と
下
山
し
た
所
で
、
空

腹
に
耐
え
か
ね
た
私
は
、
道
の
側
に
植
え
て
あ
っ
た
じ
ゃ
が
芋

を
失
敬
、
洗
い
も
せ
ず
生
で
食
べ
な
が
ら
進
ん
で
行
く
と
、
私

の
直
ぐ
前
を
歩
い
て
い
た
一
年
下
の
同
班
の
兵
が
、
そ
の
道
路

に
仕
掛
け
て
あ
っ
た
地
雷
を
踏
み
、
破
裂
し
た
破
片
で
私
は
頭

部
に
火
傷
を
負
っ
た
。
運
が
良
か
っ
た
と
そ
の
時
思
っ
た
。
最

期
の
様
を
現
し
て
い
た
の
で
彼
の
側
に
駆
け
て
行
き
、
背
中
を

叩
き
「
何
を
言
う
か
、
し
っ
か
り
せ
ん
か
」
と
い
い
な
が
ら
部

隊
の
前
進
を
止
め
さ
せ
、
捕
虜
に
付
近
の
民
家
の
戸
板
を
持
っ

て
く
る
よ
う
前
方
へ
申
し
送
り
で
依
頼
、
そ
れ
に
載
せ
捕
虜
に

運
ば
せ
た
。
さ
っ
き
の
敵
の
誘
い
は
、
こ
の
地
雷
だ
っ
た
ん
だ

と
後
で
分
か
っ
た
。

次
の
部
落
で
や
っ
と
飯
に
あ
り
つ
い
た
。

午
後
十
二
時
こ
ろ
、

そ
の
戦
友
は
、
息
を
引
き
取
っ
た
の
で
、
そ
の
場
で
茶
毘
に
付

し
、
遺
骨
を
首
に
下
げ
た
。
敵
の
追
撃
に
駆
け
る
と
、
箱
の
中

で
骨
が
音
を
立
て
て
泣
い
て
い
た
。
こ
の
と
き
の
苦
戦
の
模
様

を
橋
本
氏
も
中
隊
史
に
書
か
れ
て
い
る
。

や
が
て
鉄
道
の
あ
る
駅
で
遺
骨
の
輸
送
を
依
頼
し
て
前
線
へ

戻
る
と
、
旅
団
本
部
か
ら
緊
急
命
令
の
無
線
が
あ
っ
た
。
内
容

は
、
直
ち
に
部
隊
は
遥
か
彼
方
へ
総
移
動
せ
よ
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
こ
こ
で
部
隊
長
は
、
怒
り
を
表
に
だ
し
、「
命
令
に
は
、

従
え
な
い
。
兵
を
休
ま
せ
ず
に
は
、
戦
え
な
い
」
と
言
っ
て
駐

屯
地
に
直
ぐ
引
き
返
し
た
の
で
私
た
ち
も
解
放
さ
れ
た
。

戦
争
が
い
よ
い
よ
激
し
く
な
っ
て
き
て
、
私
は
航
空
隊
に
転

属
さ
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
激
務
に
就
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
後
の

項
に
譲
る
。



【
解

説
】

―
私
の
戦
争
体
験
記
―

昭
和
十
七
年
四
月
下
旬
の
北
支
方
面
軍
の
編
成
は
次
の
ご
よ

く
で
あ
っ
た
。

方
面
軍
司
令
官
　
岡
村
寧
次
大
将

参
謀
長
　
足
立
二
十
三
中
将

第
一
軍
　
軍
司
令
官
岩
松
義
雄
中
将

第
三
十
六
師
団
　
第
三
十
七
師
団
　
第
六
十
九
師
団

独
立
混
成
第
三
旅
団
　
独
立
混
成
第
四
旅
団

第
十
二
軍
　
軍
司
令
官
　
土
橋
一
次
中
将

第
三
十
二
師
団
　
第
三
十
五
師
団
　
第
五
十
九
師
団

独
立
混
成
第
五
旅
団
　
独
立
混
成
第
六
旅
団

独
立
混
成
第
七
旅
団
　
騎
兵
第
四
旅
団

駐
蒙
軍
　
軍
司
令
官
　
七
田
一
郎
中
将

第
二
十
六
師
団
　
独
立
混
成
第
二
旅
団
　
騎
兵
集
団

方
面
軍
直
轄
兵
団

第
二
十
七
師
団
　
第
四
十
一
師
団
　
第
百
十
師
団

独
立
混
成
第
一
旅
団
　
独
立
混
成
第
八
旅
団

独
立
混
成
第
九
旅
団
　
独
立
混
成
第
十
五
旅
団

体
験
記
執
筆
者
の
森
下
氏
所
属
部
隊
は
独
立
混
成
第
二
旅
団

（
響
兵
団
）
独
立
歩
兵
第
五
大
隊
（
響
第
五
三
三
六
部
隊
）
で

あ
る
が
、
同
旅
団
、
同
大
隊
は
最
古
の
部
隊
で
あ
り
、
北
支
で

の
歴
戦
の
部
隊
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
独
立
混
成
旅
団
は
独
立
大

隊
五
個
大
隊
、
騎
兵
隊
、
工
兵
隊
、
通
信
隊
の
編
成
で
あ
る
が
、

労
多
く
、
常
に
危
険
な
戦
闘
、
し
か
も
地
味
な
任
務
を
負
っ
た

部
隊
で
あ
る
。

こ
の
部
隊
は
支
那
事
変
勃
発
以
来
、
戦
闘
師
団
の
占
領
後
、

治
安
未
だ
定
ま
ら
ぬ
時
期
か
ら
、
終
戦
に
到
る
間
、
共
産
軍
と

戦
闘
を
続
け
た
の
で
あ
る
。
特
に
終
戦
時
、
侵
入
ソ
連
軍
、
蒙

古
軍
か
ら
在
留
邦
人
を
守
り
つ
つ
戦
っ
た
部
隊
で
あ
る
。

十
七
年
に
独
立
第
二
旅
団
は
司
令
部
を
蒙
古
張
家
口
に
置
い

て
あ
っ
た
が
、
そ
の
東
方
を
満
州
と
接
し
て
お
り
、
大
同
に
は

第
二
十
六
師
団
（
泉
）

、
包
頭
に
は
戦
車
第
三
師
団
が
位
置
し

て
い
た
。

昭
和
十
七
年
、
五
月
か
ら
の
北
支
方
面
軍
の
各
作
戦
と
作
戦

経
緯
を
別
記
す
る
。

五
・
一
五
～
七
・
二
〇
（
山
西
省
東
南
部
共
産
軍
掃
討
）



五
・
二
四
～
（
河
北
・
山
西
・
河
南
省
勦
共
戦
開
始
）

六
・
五
～
（
黄
河
岸
オ
ル
ド
ス
地
区
作
戦
開
始
）

八
・
一
二
～
八
・
一
五

（
山
東
省
中
部
山
地
丁
学
忠
総
司
令
官
捕
獲
企
図
）

九
・
二
七
～
一
〇
・
五
（
山
東
省
西
方
共
産
軍
掃
討
）

一
〇
・
二
〇
～
一
二
・
一
九
（
金
山
西
秋
季
勦
作
戦
）

一
一
・
一
九
～
一
二
・
二
九
（
山
東
半
島
共
産
軍
掃
討
）

一
八
・
四
・
一
八
～
五
・
一
一

（
河
北
省
西
部
の
北
部
太
行
山
脈
山
内
共
産
党
軍
粛
正
）

四
・
二
〇
～
五
・
二
二

（
山
西
省
南
部
、
太
行
山
脈
内
重
慶
軍
掃
討
）

五
・
二
四
～
六
・
二
〇
（
山
西
省
南
部
の

残
存
重
慶
軍
掃
討
）

七
・
一
〇
～
（
山
西
省
南
部
重
慶
軍
掃
討
）

九
・
一
六
～
一
二
・
一
〇
（
一
八
秋
冀
西
作
戦
及
び

河
北
省
西
部
山
地
共
産
軍
根
拠
地
覆
滅
）

九
・
一
六
～
一
二
・
三
〇

（
河
北
省
東
部
冀
・
津
海
地
区
共
産
軍
掃
討
）

九
・
二
〇
～
一
九
・
六
・
九
（
特
別
警
備
隊
第
一
期
作
戦
）

九
・
二
六
～
一
二
一
〇
（
秋
季
粛
正
作
戦
…
…
）

十
八
秋
冀
西
作
戦
（
オ
号
作
戦
）

北
支
方
面
軍
ハ
九
月
二
日
、
次
ノ
ゴ
ト
キ
作
戦
実
施
命
令
ヲ

下
達
シ
タ
。

一
、
方
面
軍
ハ
九
月
十
六
日
以
降
約
二
ヶ
月
間
ノ
予
定
ヲ
以
テ

冀
西
地
区
共
産
軍
主
力
（
第
三
、
第
四
区
分
）
ヲ
攻
撃
シ
其

ノ
根
拠
地
ヲ
覆
滅
ス
。

二
、
第
六
十
三
師
団
ハ
九
月
十
六
日
日
没
後
一
部
ノ
挺
進
隊
ヲ

突
進
セ
シ
メ
満
城
及
唐
県
各
西
北
ノ
敵
地
区
中
枢
ヲ
急
襲
シ

敵
ヲ
牽
制
抑
留
シ
ツ
ツ
適
時
之
ヲ
撃
滅
ス
ル
ト
共
二
爾
後
敵

ノ
根
拠
地
ヲ
求
メ
テ
敵
ノ
撃
滅
、
根
拠
地
ノ
覆
滅
ヲ
期
ス
戦

闘
司
令
所
ヲ
十
七
日
仏
暁
保
定
ニ
開
設
ス

三
、
第
百
十
師
団
ハ
十
六
日
日
没
後
一
部
ノ
挺
進
隊
ヲ
突
進
セ

シ
メ
…
…
中
枢
ヲ
急
襲
シ
敵
ヲ
牽
制
抑
留
シ
ツ
ツ
…
…
根
拠

地
ノ
覆
滅
ヲ
期
ス
　
戦
闘
司
令
所
ヲ
二
十
二
日
霊
寿
ニ
開
設

ス
四
、
甲
兵
団
（
歩
兵
第
六
十
三
旅
団
長
ノ
指
揮
ス
ル
歩
兵
第
三

大
隊
基
幹
）
…
…
戦
闘
司
令
所
ヲ
十
六
日
孟
県
ニ
開
設
ス



五
、
乙
兵
団
（
独
立
混
成
第
三
旅
団
長
ノ
指
揮
ス
ル
歩
兵
第
三

大
隊
基
幹
）
…
…
戦
闘
司
令
所
ヲ
十
六
日
東
治
鎮
ニ
開
設

六
、
丙
兵
団
（
第
二
十
六
師
団
長
ノ
指
揮
ス
ル
歩
兵
第
六
大
隊

基
幹
）
ハ
十
七
日
夜
霊
邸
、
決
源
附
近
ヨ
リ
行
動
ヲ
起
シ
…

戦
闘
司
令
所
ヲ
十
六
日
広
霊
（
霊
邸
北
約
三
五
キ
ロ
）
ニ
開

設
ス

方
面
軍
は
十
六
日
夜
、
既
定
の
構
想
に
基
づ
き
進
攻
。
九
月

末
ま
で
の
第
一
期
作
戦
の
戦
果
は
敵
主
力
は
極
度
に
戦
闘
回
避

に
努
め
た
た
め
戦
果
は
僅
少
で
あ
っ
た
。

各
兵
団
は
作
戦
の
長
期
化
に
伴
う
敵
の
困
憊
に
乗
じ
、
活
発

に
追
躡
撃
破
し
、
あ
る
い
は
掃
蕩
剔
抉
し
、
ま
た
敵
遊
撃
戦

法
を
逆
用
す
る
等
創
意
工
夫
に
努
め
、
十
月
二
日
か
ら
第
二
期

作
戦
、
同
月
二
十
三
日
か
ら
第
三
期
作
戦
に
お
い
て
相
当
の
人

的
、
物
的
戦
果
が
認
め
ら
れ
た
。
作
戦
当
初
の
活
発
だ
っ
た
遊

撃
戦
、
地
雷
戦
、
後
方
治
安
撹
乱
も
低
調
と
な
り
、
一
部
に
は

帰
順
投
降
す
る
者
さ
え
漸
次
増
加
し
、
阜
平
周
辺
の
敵
軍
政
中

枢
諸
機
関
を
覆
滅
し
、
多
量
の
抗
戦
資
材
を
摘
発
し
た
。

第
三
期
作
戦
を
一
カ
月
延
長
、
徹
底
掃
討
実
施
、
十
二
月
十

日
終
了
。
敵
の
遺
棄
屍
体
四
、
三
〇
〇
、
俘
虜
二
、
六
〇
〇
、

覆
滅
施
設
一
、
六
六
〇
、
ほ
か
■
獲
兵
器
、
弾
薬
、
資
材
、
雑

穀
な
ど
莫
大
な
量
に
達
し
た
。

駐
蒙
軍
自
動
車
第
二
十
三
連
隊

主
力
引
揚
げ
後
の
残
留
部
隊
　 

山
口
県
　
叶
谷
孝
一
　 

内
蒙
古
の
厚
和
・
包
頭
な
ど
に
い
た
部
隊
で
、
駐
蒙
軍
主
力

が
昭
和
二
十
一
年
五
月
、
内
地
に
復
員
し
た
後
に
、
な
お
多
く

の
人
（
軍
人
・
一
般
邦
人
）
が
残
留
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
人
々

の
記
録
を
記
述
い
た
し
て
み
ま
す
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
日
本
の
敗
戦
を
内
蒙
古
の
大
同

で
迎
え
ま
し
た
自
動
車
第
二
十
三
連
隊
本
部
は
、
駐
蒙
軍
司
令

部
の
命
令
に
よ
り
張
家
口
に
引
き
揚
げ
ま
し
た
。
第
一
中
隊
と

厚
和
の
第
三
中
隊
の
一
部
が
大
同
に
引
き
揚
げ
合
流
、

そ
の
後
、

私
の
所
属
し
ま
し
た
第
一
中
隊
は
、
第
四
独
立
警
備
隊
（
至
誠

部
隊
）
の
坂
本
少
将
の
指
揮
下
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
終
戦
後
、




